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〔論文審査の要旨〕 
 
筋萎縮性側索硬化症(Amyotrophic Lateral Sclerosis: ALS)患者は，疾患が進
行すると全面的な介護状態となる。さらに，無動状態に至ると，意思疎通や睡眠
の確認が困難となり，特に介護処置に伴う睡眠中断後の再入眠の確認は難しい。




脳波プローブを装着するだけで催眠深度(Bispectral Index: BIS)を 0から 100の
数値として出力する。この催眠深度測定を用いて，ALS患者の睡眠状態を判断でき
る可能性が高いと考えた。そこで，本研究は意思表示が困難で睡眠状態を外観か















次に，在宅療養中の ALS患者 25名の協力を得て，夜間睡眠時の BIS値や生理的
変数を健常者と同様に測定した。各測定値や測定値間の相関を厚生労働省の重症
度分類別で検討した。25名は ALS重症度 3または 5であり，重症度 5の者には全








心拍変動 HF 成分の変化は健常者と一致した。TLS 患者では，心拍数は増加し HF
成分は大きく減少した。この所見は心臓副交感神経活動の脱落を示唆した。しか
しながら，無言・無動の状態に陥った TLS 患者においても，睡眠リズムが存在す
ることが BIS値の変化から判明し，ALS患者の睡眠段階の把握に BIS値は極めて有
効であることを明らかにした。 
 
以上の結果から，本論文は，ALS患者ならびに健常者における睡眠状態を詳細に
比較解析し ALS患者の睡眠支援に向け有効な睡眠指標を提案できた。その結果は， 
今後の ALS 患者看護の発展へ大きく貢献するものと高く評価された。よって審査
委員会委員全員は，本論文が著者に博士（看護学）の学位を授与するに十分な価
値あるものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
